
�
事
紀
末
茂
　
一
首
【
年
三
十
一
】

五
言
臨
レ

水
觀
レ

魚

　
　
フ

　
　
ヲ

結
レ
　

宇
　
南
　
林
　
側

　
　
ル

　
　
ヲ

　
　
ノ

垂
レ
　

釣
　
北
　
池
　
潯

　
　
　
レ
ハ

　
　
シ

人
　
來
　
戲
　
鳥
　
沒

　
　
　
レ
ハ

　
　
ム

�
　
渡
　
�
　
萍
　
沈

　
　
テ

　
　
リ

　
　
ノ
　
　
　
ル
ヲ

苔
　
搖
　
識
二
　

魚
　
在
一

ツ
リ
イ
ト　
　
テ

　
　
フ

　
　
ノ
　
　
　
キ
ヲ

緡
　
盡
　
覺
二
　

潭
　
深
一

　
　
　
シ
ク
　
　
ス

　
　
ノ

空
　
嗟
　
芳
　
�
　
下

　
　
ル

獨
　
見
レ
　

有
二
　

貪
　
心
一

  

、
、

　
結
宇
は
工
人
を
雇
は
ず
、
自
分
で
作
れ
る
く
ら
ゐ
の
�
を
云
ふ
。
小
屋
な
り
。
南
林
中
の
�

  

、
、

  

、

  

、

  

、  

、

を
出
で
、
北
池
に
行
て
魚
を
釣
る
。
戲
鳥
は
人
の
足
音
を
聞
て
水
に
沒
し
、
水
中
に
�
ぶ
�
萍

  

、

  

、

  
、

は
�
の
渡
る
度
に
沈
む
。
水
苔
の
動
搖
す
る
は
、
下
に
魚
あ
れ
ば
な
り
。
緡
絃
の
水
底
に
�
せ

  
、
、

ざ
る
は
、
潭
が
深
け
れ
ば
な
り
。
芳
�
を
惜
ま
ざ
る
は
、
芳
魚
を
獲
ん
と
欲
す
る
貪
心
あ
れ
ば

  

、

な
り
。
見
の
字
愧
の
字
と
す
れ
ば
�
に
妙
な
り
。

　
此
の
詩
は
、
孟
浩
然
の
宗
派
に
�
る
。
頗
る
出
色
の
作
と
す
。



釋
辨
正
　
二
首　

　
ハ
ハ
タ

　
　
シ

　
　
ニ

　
　
ヲ

辨
正
法
師
�
。
俗
姓
　

秦
氏
。
性
滑
稽
。
善
二

談
論
一。
少
年
出
家
。
頗
洪
二

玄
學
一。
太
寶
年
中
。
�

　
　
ス

　
　
ニ

　
　
フ

　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
ニ

　
　
　
ラ
ル

　
　
セ

　
　
リ
　
　
コ

　
　
ヒ

二

學
唐
國
一。
時
�
二

李
�
基
龍
潛
之
日
一。
以
レ

善
二

圍
棊
一。
�
見
二

賞
�
一。
有
二

子
�
慶
�
元
一。
法
師
及

　
　
テ

　
　
ス

　
　
リ

　
　
ニ

　
　
ル

　
　
ニ

　
　
　
　
セ
ラ
ル

　
　
ニ

　
　
リ

　
　
ニ
　
　
エ

　
　
ニ

慶
在
レ

唐
死
。
元
歸
二

本
�
一。
仕
至
二

大
夫
一。
天
�
年
中
。
拜
二
　

入
唐
�
官
一。
到
二

大
唐
一

見
二

天
子
一。

　
　
　
テ
ノ

　
　
ヲ
　
　
ニ　
　
ニ

　
　
ス

　
　
シ

　
　
ニ

　
　
デ　
　
ス

天
子
以
二

其
�
一

故
特
優
詔
。
厚
賞
賜
。
�
二

至
本
�
一。
�
卒
。

　『
元
享
釋
書
』
に
辨
正
が
傳
無
し
。
故
に
他
書
考
證
す
べ
き
�
無
し
。
秦
氏
な
り
と
せ
ば
、
其

  
、
、
、
、

の
先
は
歸
�
人
な
る
こ
と
明
白
な
り
。
頗
洪
玄
學
、
漢
の
揚
雄
に
太
玄
經
あ
り
、
佛
�
も
玄
學

な
り
、
老
子
も
莊
子
も
玄
學
な
り
、
儒
家
、
法
家
、
刑
名
家
、
縱
横
家
、
�
學
家
を
除
き
、
�

謂
超
世
間
的
の
學
は
、
總
て
玄
學
と
言
ふ
。
今
此
の
語
は
、
特
に
「
佛
老
」
の
二
玄
學
な
ら
ん

  

、
、

と
想
像
す
る
。
大
寶
は
�
武
天
皇
の
年
號
、
三
年
を
以
て
慶
雲
に
移
る
。
李
�
基
、
唐
室
は
李

  

、
、
、

氏
、
�
基
は
玄
宗
の
名
。
龍
潛
之
日
は
、
未
だ
帝
位
に
�
か
ざ
る
の
日
。
年
は
二
十
�
�
後
な

ら
ん
。
玄
宗
は
�
藝
�
ぜ
ざ
る
は
無
し
、
辨
正
が
圍
棊
に
巧
な
る
を
以
て
賞
�
せ
ら
れ
し
�
と

思
は
る
。
入
唐
の
時
、
其
の
子
の
�
慶
と
�
元
と
の
二
人
を
�
ひ
て
行
き
、
而
し
て
父
と
長
兄

と
は
彼
に
於
て
死
し
、
�
元
の
み
歸
�
せ
し
も
の
ゝ
如
し
、
天
�
元
年
は
、
大
寶
元
年
を
去
る

二
十
九
年
後
な
り
。
乃
ち
�
基
が
�
位
し
て
玄
宗
帝
と
稱
し
、
開
元
の
�
學
�
盛
を
極
め
し
時

  

、
、
、
、

な
り
。
大
唐
天
子
は
玄
宗
帝
な
り
。

　
　
フ

　
　
ニ

五
言
與
二

�
主
人
一

　
　
キ

　
　
ニ

鐘
　
鼓
　
沸
二
　

城
　
�
一

　
　
ル

　
　
ニ

戎
　
蕃
　
預
二
　

國
　
親
一

　
　
ノ

�
　
明
　
今
　
漢
　
主

　
　
ム

　
　
ヲ

柔
　
�
　
靜
二
　

胡
　
塵
一

琴
　
歌
　
馬
　
上
　
怨

　
　
ノ

楊
　
柳
　
曲
　
中
　
春



　
　
リ

　
　
ノ
　
　
　
ノ
ミ

唯
　
有
二
　

關
　
山
　
月
一

　
　
ニ

　
　
フ

　
　
ノ

偏
　
�
二
　

北
　
塞
　
人
一

  

、
、

　
�
主
人
は
、
唐
に
在
て
寓
�
の
主
人
を
指
す
な
ら
ん
。
鐘
鼓
は
�
參
を
報
ず
る
時
計
な
り
。
此

  
、

  

、

  

、

の
曉
漏
を
聞
け
ば
、
戎
臣
も
蕃
臣
も
、
參
�
し
て
以
て
和
�
の
親
を
表
す
。
而
か
も
天
子
は
�

  

、

  

、

  

、
、

明
な
り
。
�
明
の
質
な
れ
ば
こ
そ
、
�
謂
�
人
も
柔
げ
る
智
力
あ
り
。
胡
塵
を
安
靜
せ
し
め
る

  

、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、

△

△

�
以
。
琴
歌
馬
上
怨
、
楊
柳
曲
中
春
此
の
十
字
の
意
は
上
に
胡
塵
の
�
字
有
る
に
依
て
出
づ
。
王

昭
君
が
胡
に
嫁
せ
ん
と
す
る
の
日
、
馬
上
に
於
て
怨
歌
を
謳
ふ
。
�
胡
地
は
沙
漠
、
中
國
の
如

く
楊
柳
が
春
日
�
�
と
生
ず
る
の
觀
は
無
し
。
其
の
楊
柳
を
想
像
す
る
に
は
唯
、
笛
の
曲
に
於

  

、
、

て
之
を
奏
す
る
の
み
。
漢
の
百
里
奚
妻
に
琴
歌
あ
り
、
司
馬
相
如
も
霍
去
病
も
唐
の
張
�
に
も

　
　
ノ

  

、
、
、

琴
歌
あ
り
。
折
楊
柳
曲
は
梁
元
帝
以
來
、
唐
賢
の
集
に
往
往
あ
り
。
關
山
月
も
樂
府
題
の
詩
と

し
て
、
梁
元
帝
、
陳
後
主
、
六
�
よ
り
唐
に
及
ぶ
�
家
の
集
に
散
見
す
る
�
、
總
て
是
れ
離
別

を
傷
む
の
詞
な
り
。
今
辨
正
は
、
�
く
日
本
を
離
れ
て
禹
域
に
在
る
が
、
其
の
�
は
故
山
を
忘

  

、
、

れ
ず
、
而
か
も
關
山
月
は
北
塞
よ
り
來
る
の
人
を
�
へ
る
が
、
日
本
よ
り
來
る
の
人
は
�
へ
ず
。

自
分
が
孤
獨
で
他
國
に
在
る
は
、
洵
と
に
寂
寞
の
�
に
堪
へ
ず
と
の
意
な
り
。

　
此
の
篇
、
洵
と
に
古
樂
府
の
�
�
あ
り
。
�
く
漢
人
の
作
、
和
�
�
て
無
し
。
此
卷
大
友
よ

り
此
に
至
る
十
五
人
、
實
に
此
の
詩
を
以
て
第
一
と
す
。
意
ふ
に
身
彼
に
在
て
、
彼
等
の
名
篇

を
讀
む
。
�
に
此
の
�
妙
の
詞
が
成
り
し
な
り
。

　
　
テ
　
　
ニ　
　
フ

　
　
ヲ

五
言
在
レ

唐
憶
二

本
�
一

一
�

　
　
ル

　
　
ヲ

日
　
邊
　
瞻
二
　

日
　
本
一

　
　
ム

　
　
ヲ

雲
　
裏
　
望
二
　

雲
　
瑞
一

　
　
シ

　
　
ニ

�
　
游
　
勞
二
　

�
　
國
一

　
　
　
シ
ム

　
　
ニ

長
　
恨
　
苦
二
　

長
　
安
一

　
日
日
、
雲
雲
、
�
�
、
長
長
、
同
字
を
使
用
し
て
、
一
篇
の
結
構
を
取
る
。
樂
天
の
集
な
ぞ



△

△

セ
ツ

に
此
の
種
の
七
律
あ
り
、
一
�
、
他
の
詩
は
皆
一
首
と
あ
り
、
之
れ
の
み
一
�
と
す
。
�
の
截
な

る
�
以
、
初
唐
以
來
正
し
き
�
と
見
る
べ
し
。



正
五
位
下
大
學
頭
調
忌
寸
老
人
　
一
首

　
　
ス
　
　
ニ

五
言
三
月
三
日
應
レ

詔

　
　
シ

　
　
ニ

玄
　
覽
　
動
二
　

春
　
�
一

　
　
ツ

　
　
ヲ

宸
　
駕
　
出
二
　

離
　
宮
一

�
　
境
　
�
　
寂
　
�

雅
　
趣
　
亦
　
無
レ
　

窮

　
　
ノ

折
レ
　

�
　
�
　
苑
　
側

　
　
ノ

酌
　
醴
　
碧
　
瀾
　
中

�
　
仙
　
非
レ
　

存
レ
　

意

ト
コ
ロ　
　
　
ス
ル

廣
　
濟
　
是
　
攸
レ
　

同

　
　
ノ

鼓
　
腹
　
太
　
�
　
日

　
　
ス

　
　
ノ

共
　
詠
　
太
　
�
　
風

　
彼
に
在
て
は
三
月
三
日
を
�
す
る
會
、
晉
の
世
に
�
れ
り
。
我
に
在
て
は
顯
宗
天
皇
【
二
十

ジ
ヤ
ウ
シ

二
代
】
の
元
年
に
、
始
め
て
行
ふ
。
上
已
、
重
三
、
數
千
年
�
句
と
し
て
行
は
る
。
明
治
以
後

  

、
、

テ
キ
ジ
ヨ

は
盛
な
ら
ざ
る
の
み
。
玄
覽
は
『
老
子
』
に
出
づ
。
滌
除
玄
覽
。
能
無
レ

疵
乎
。
注
に
曰
く
、
心

　
　
テ

　
　
ニ

ラ
ン

チ 

ス

　
　
ヲ

　
　
ニ　
　
フ

　
　
ト

居
二

玄
冥
之
處
一。
覽
二

知
萬
事
一。
故
謂
二

之
玄
覽
一。
今
の
句
は
天
子
が
宮
中
を
出
て
、
以
て
春
物
を

  

、
、

觀
覽
し
玉
ふ
を
謂
ふ
。
宸
駕
の
句
、
字
の
如
し
。
�
境
は
今
日
宴
を
設
け
る
地
、
�
ち
�
�
の

  

、
、

佳
境
。
喧
雜
な
く
、
良
と
に
雅
趣
窮
ま
り
無
し
。
折
�
は
�
�
な
ら
ん
が
、
上
已
に
用
ゆ
る
も

  

、

の
多
く
は
是
れ
桃
�
な
り
。
蓋
し
事
實
�
な
れ
ば
、
亦
論
ず
る
に
及
ば
ず
。
醴
は
醴
酒
、
醴
漿
、

  

、
、
、

「
ア
マ
ザ
ケ
」
な
り
。
碧
瀾
中
は
水
中
に
舟
を
泛
べ
て
以
て
會
す
、
晉
の
曲
水
の
故
事
に
傚
へ
ば

な
り
。
�
仙
非
存
意
、
�
仙
を
慕
ふ
の
、
�
仙
に
爲
ら
ん
と
欲
す
る
の
と
、
聊
か
も
�
仙
に
は

  

、
、
、
、  

、

と
こ
ろ

關
係
せ
ず
。
但
廣
濟
是
攸
レ

同
、
君
も
臣
も
我
も
彼
も
、
此
の
幸
�
を
同
う
せ
ん
と
欲
す
る
攸
の

み
。
是
の
故
に
堯
日
舜
天
、
鼓
腹
し
て
以
て
太
�
の
風
を
咏
ぜ
ん
。

　
莊
重
の
氣
分
を
失
は
ず
、
應
詔
の
作
と
し
て
、
稍
々
其
の
體
を
備
ふ
と
謂
ふ
可
し
。



フ
ヒ
ト

�
正
一
位
太
政
大
臣
藤
原
�
臣
�
　
五
首
【
年
六
十
二
】

五
言
元
日
應
レ

詔
　
一
首

　
　
ヲ

正
　
�
　
觀
二
　

萬
　
國
一

　
　
ニ

元
　
日
　
臨
二
　

兆
　
民
一

　
　
キ

　
　
ヲ

有
　
政
　
敷
二
　

玄
　
�
一

撫
　
機
　
御
二
　

紫
　
宸
一

　
　
ニ

　
　
ス
　
　
　
キ
ニ

年
　
華
　
已
　
非
レ
　

故

　
　
レ
　
　
　
ナ
リ

淑
　
氣
　
亦
　
維
　
新

　
　
テ

鮮
　
雲
　
秀
二
　

五
　
�
一

　
　
ク

　
　
ニ

麗
　
景
　
�
二
　

三
　
春
一

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

濟
　
濟
　
周
　
行
　
士

　
　
　
タ
リ

　
　
ノ

穆
　
穆
　
我
　
�
　
人

　
　
　
シ
テ
　
　
ヲ

　
　
ヒ

　
　
ニ

感
レ
　

�
　
�
二
　

天
　
澤
一

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
フ

　
　
ヲ

飮
レ
　

和
　
惟
二
　

�
　
塵
一

フ

ヒ

ト

　
�
は
、
或
は
不
比
等
に
作
る
。
�
足
の
子
。
官
右
大
臣
。
大
寶
和
銅
養
老
の
際
に
�
仕
し
、
功

天
下
第
一
と
爲
す
。
謚
し
て
�
忠
�
。
�
太
政
大
臣
、
淡
�
�
に
�
封
せ
ら
る
。
養
老
四
年
、
�

人
親
王
が
日
本
書
紀
を
上
り
し
年
、
八
月
を
以
て
薨
ず
。
然
ら
ば
此
の
元
日
應
詔
は
�
武
天
皇

  

、

な
る
や
、
元
明
天
皇
な
る
や
、
元
正
天
皇
な
る
や
、
今
は
之
を
知
る
を
得
ず
。
正
�
は
�
ち
元

  

、

  

、
、

  

、
、

日
、
元
日
は
�
ち
正
�
な
り
。
萬
國
は
日
本
�
土
を
指
す
。
兆
民
は
日
本
�
臣
民
を
指
す
。
天

  

、
、

子
が
政
堂
に
臨
御
し
玉
う
て
、
一
年
の
政
治
を
新
に
す
る
。
有
政
は
�
ち
善
政
な
り
。
玄
�
は
、

　
　
　
ナ
リ
　
　
　
ナ
リ　
　
ス
　
　
ヲ　
　
ヲ　
　
フ

　
　
ト

漢
の
李
�
が
「
�
州
大
雲
寺
禪
院
碑
」
に
、
天
也
　

地
也
　

攝
レ

生
之
謂
二

玄
�
一。
善
政
を
敷
き
以

  

、
、

  

、
、

て
自
然
の
ま
ゝ
に
民
を
治
め
ん
と
な
り
。
撫
機
、
�
ち
人
民
を
愛
撫
す
る
。
紫
宸
を
御
す
る
�

  

、
、
、
、
、

以
は
、
天
子
安
�
の
爲
な
ら
ん
や
、
羣
機
を
撫
す
る
爲
め
な
る
の
み
。
年
華
已
非
故
一
月
よ
り

十
二
月
と
、
三
百
六
十
五
日
を
以
て
年
華
は
故
と
爲
る
。
然
る
に
今
日
は
一
月
一
日
、
正
�
な



  

、
、
こ
れ

  

、
、

り
、
元
�
な
り
、
元
日
な
り
。
淑
氣
も
惟
新
な
り
。
其
の
淑
氣
は
何
處
に
在
る
、
�
謂
鮮
雲
は
五

  

、

  

、
、

  

、
、

  

、

  

、
、

  

、
、

�
を
成
て
秀
で
、
麗
景
は
三
春
の
初
を
�
か
す
。
濟
濟
は
物
の
多
き
貌
。
周
行
は
『
詩
經
』
に
人

ヨ
ミ
ス　
　
ヲ

　
　
セ
　
　
ニ

　
　
ヲ

  

、

  

、
、

之
好
レ

我
、
示
二

我
周
行
一

と
あ
り
、
乃
ち
至
美
の
�
を
蹈
む
士
の
多
き
を
謂
ふ
。
穆
穆
は
『
詩
經
』

　
　
　
タ
ル

に
出
づ
。
穆
穆
　

�
王
、『
禮
』
に
天
子
穆
穆
。
天
子
の
み
な
ら
ず
大
臣
の
�
あ
る
人
に
も
用
ふ
。

今
は
立
派
な
る
大
臣
が
�
に
滿
つ
と
な
り
。
感
�
�
天
澤
、
天
子
の
�
に
感
じ
て
、
天
の
恩
澤
に

  

、
、

シ
ム
ル
ニ
ニ　
　
テ
　
　
ヲ

　
　
　
ノ
ガ

フ

　
　
テ
　
　
ヲ　
　
ニ
　
　
ニ

　
　
ク　
　
ク

優
�
す
る
。
飮
和
は
『
莊
子
』
に
飮
レ

人
以
レ

和
と
、
牛
弘
　

樂
府
に
、
飮
レ

和
�
レ

�
、
恩
風
長
�

い
ん

の
ま

と
、
愛
を
以
て
人
に
被
ら
し
、
飮
を
以
て
之
に
飮
し
む
が
如
き
を
謂
ふ
な
り
。
�
塵
は
恐
く
ば
、

△

�
仁
の
�
寫
な
ら
ん
。應
詔
の
詩
字
を
擇
び
句
を
�
び
細
心
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。塵
の
字
を
用
ふ

る
如
き
は
失
體
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。余
は
信
ず
塵
は
仁
の
�
寫
な
り
と
。排
律
と
し
て
唐
賢

の
下
に
在
ら
ず
。

五
言
春
日
侍
レ

宴
應
レ

詔
　
一
首

テ
ラ
シ

　
　
ヲ

淑
　
氣
　
光
二
　

天
　
下
一

　
　
ク

　
　
ニ

�
　
風
　
�
二
　

�
　
濱
一

春
　
日
　
歡
レ
　

春
　
鳥

　
　
　
ル
ノ
　
　
ヲ

�
　
生
　
折
レ
　

�
　
人

　
　
ヲ
　
　
　
フ
リ

鹽
　
�
　
�
　
�
　
故

�
　
酒
　
事
　
�
　
新

　
　
リ

　
　
ヲ

隱
　
�
　
去
二
　

幽
　
藪
一

　
　
ス

　
　
ニ

沒
　
賢
　
陪
二
　

紫
　
宸
一

  

、
、

　
　
ス

　
　
ヲ

  

、
、

　
淑
氣
は
春
の
�
和
な
る
氣
。
唐
の
杜
審
言
が
淑
氣
催
二

黄
鳥
一

の
句
あ
り
。
其
の
淑
氣
が
天
下

  

、
、

△

△

　
　
シ

　
　
ク

イ
カ
リ
ヲ

に
光
被
す
る
。
�
風
は
電
に
も
あ
る
が
、『
詩
紀
』
に
南
風
之
�
今
、
可
三

以
解
二

吾
民
之
慍
一

兮

と
あ
り
て
、
夏
日
の
風
を
指
す
。
春
日
に
�
を
用
ゆ
る
�
例
な
し
。
和
風
な
る
べ
き
を
�
風
と

  

、

用
ゆ
る
は
、
此
の
時
代
用
字
の
例
を
知
ら
ざ
り
し
に
由
る
。
鳥
は
�
ち
黄
鳥
。
折
�
人
は
高
士

ふ
り

君
子
を
指
す
な
ら
ん
か
、
鹽
�
天
下
を
鹽
�
す
る
�
は
、
古
梗
に
法
る
が
故
に
故
な
り
。
�
酒



  

、
、

  

、

  

、
、

は
今
日
御
宴
の
懽
會
。
新
な
る
�
以
。
隱
�
の
士
も
、
幽
藪
�
ち
其
の
棲
居
を
去
て
、
紫
宸
に
隨

  

、

  

、
、

陪
す
る
。
隱
�
幽
藪
の
�
字
は
、
�
句
の
�
に
應
ず
と
知
る
べ
し
。
但
沒
賢
の
字
未
詳
。
或
は
考

ふ
、
賢
に
非
ざ
る
我
我
も
紫
宸
に
陪
す
る
光
榮
を
荷
ふ
と
、
意
味
�
�
ず
。

五
言
�
二

吉
野
一

　
二
首

　
　
ノ

飛
レ
　

�
　
山
　
水
　
地

命
レ
　

�
　
薜
　
蘿
　
中

漆
　
�
　
控
　
鶴
　
擧

　
　
テ

柘
　
�
　
接
レ
　

魚
　
�

煙
　
光
　
巖
　
上
　
�

日
　
影
　
�
　
�
　
紅

カ
ヘ
ツ
テ　
　
ル

　
　
ノ　
　
　
　
コ
ト
ヲ

�
　
知
　
玄
　
圃
　
�

對
　
�
　
入
レ
　

松
　
風

　
飛
�
は
詩
を
作
り
、
�
を
屬
る
こ
と
。
命
�
は
酒
を
命
じ
、
杯
を
把
る
こ
と
。
漆
�
、
柘
�

  
、

  

、

の
二
句
未
詳
、
或
は
案
ず
漆
は
髪
の
�
を
言
ひ
、
柘
は
�
の
紅
を
言
ふ
か
と
、
�
煙
の
光
は
巖

  

、

  

、

  

、
、

  

、

上
に
�
色
を
呈
し
、
而
し
て
日
影
は
�
�
ち
岸
上
�
ら
か
に
し
て
下
の
水
の
深
き
�
、
此
の
�

　
　
テ

は
紅
色
を
呈
す
。
�
知
は
却
知
と
同
義
な
り
。
玄
圃
は
仙
人
の
住
處
、
吉
野
は
乃
ち
是
れ
仙
人

  

、
、

の
住
�
。
是
の
故
に
松
を
吹
く
の
風
人
間
の
物
に
あ
ら
ず
。
古
溪
案
ず
。
萬
葉
集
、
仙
柘
枝
歌

三
首
。

　
霰
ふ
り
き
し
み
が
た
け
を
さ
か
し
み
と
草
取
る
可
奈
和
妹
が
手
を
取
る
。

　
　
右
一
首
或
云
吉
野
人
味
稻
與
柘
枝
仙
�
歌
也
、
但
見
柘
枝
傳
無
有
此
歌
。

　
此
の
夕
柘
の
さ
え
だ
の
流
れ
成
は
梁
は
不
打
而
取
ら
ず
か
も
あ
ら
む
。

　
　
右
一
首
此
下
無
詞
�
本
同
。

コ

コ

　
古
に
梁
打
つ
人
の
な
か
り
せ
ば
此
間
も
あ
ら
ま
し
柘
の
枝
は
も
。

　
　
右
一
首
、
若
宮
年
魚
�
呂
作
。



　
契
仲
�
。

　
懷
風
藻
に
、
�
�
の
吉
野
に
て
作
れ
る
詩
あ
る
を
引
合
せ
て
按
ず
る
に
、
味
稻
は
吉
野
川
に

魚
梁
打
つ
�
な
り
け
る
が
、
は
か
ら
ざ
る
に
仙
女
柘
枝
に
�
け
る
事
、
浦
島
子
が
�
�
に
到
れ

る
如
か
り
け
る
事
を
、
或
人
柘
枝
傳
と
て
記
せ
る
な
る
べ
し
。
云
云
。

　
�
此
詩
ど
も
の
中
に
、
柘
歌
と
あ
る
は
、
柘
枝
が
歌
へ
る
曲
、
傳
に
見
え
た
る
事
あ
る
べ
し
。

淡
�
�
の
詩
に
漆
�
と
あ
る
は
、
七
�
な
る
べ
し
云
云
。
然
ら
ば
、
竹
取
�
が
九
箇
仙
女
の
類

な
る
べ
し
。
�
。
歌
の
意
を
案
ず
る
に
、
味
稻
が
吉
野
川
に
魚
梁
打
て
有
け
る
時
に
、
川
上
よ

り
柘
の
枝
流
れ
來
け
る
を
取
上
げ
た
る
が
、
忽
に
變
じ
て
仙
女
と
な
り
て
、
味
稻
と
接
て
誘
引

し
て
仙
境
へ
歸
り
け
る
に
や
、
云
云
。

フ
リ

夏
　
身
　
夏
　
色
　
古

　
　
　
ナ
リ

秋
　
津
　
秋
　
氣
　
新

昔
　
�
　
同
　
汾
　
后

　
　
ル

　
　
ヲ

今
　
之
　
見
二
　

吉
　
賓
一

　
　
メ

　
　
ニ

靈
　
仙
　
駕
レ
　

鶴
　
去カ

ヘ
ル

星
　
客
　
乘
レ
　

査
　
�

ツ
子
ニ

�
　
性
　
�
　
流
　
水

　
　
ク

　
　
ヲ

素
　
心
　
開
二
　

靜
　
仁
一

  

、
、

  

、
、

な
つ
み

あ
き
つ
　

　
夏
身
、
秋
津
、
共
に
川
の
名
。
吉
野
な
る
夏
實
の
川
。「
三
吉
野
の
�
津
の
小
野
」（
萬
葉
）、

  

、
、

夏
も
秋
も
共
に
自
然
の
�
目
あ
る
意
。
昔
�
の
十
字
未
考
。
靈
仙
は
、
漢
の
皇
子
喬
。
鶴
に
駕

  

、
、

い
か
だ

  

、
、
、

し
上
天
せ
し
人
。
星
客
は
漢
の
張
�
、
査
に
乘
じ
て
天
河
を
�
ぎ
し
人
。
�
性
�
は
�
性
恆
の

  

、
、

  

、
、

�
寫
な
ら
ん
。
�
性
は
恆
に
流
水
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
人
の
恆
性
�
ち
素
心
は
靜
仁
な
ら
ざ
る

を
得
ず
。

五
言
七
夕
　
一
首



フ
タ
タ
ビ

　
　
ヲ

雲
　
衣
　
兩
　
觀
レ
　

夕

　
　
　
タ
ビ
　
　
フ

　
　
ニ

月
　
鏡
　
一
　
�
レ
　

秋

　
　
ス

　
　
ニ

機
　
下
　
非
二
　

曾
　
故
一

　
　
レ

�
　
息
　
是
　
威
　
�

　
　
テ

　
　
ニ

　
　
シ

鳳
　
蓋
　
隨
レ
　

風
　
轉

　
　
テ

　
　
フ

鵲
　
影
　
�
レ
　

波
　
�

　
　
キ

　
　
ヲ

�
�
�
　
開
二
　

短
　
樂
一

　
　
　
シ
ム

　
　
ヲ

別
　
後
　
悲
二
　

長
　
愁
一

  

、
、

キ
　
カ
ウ
テ
ン

　
七
夕
は
、
七
月
七
日
に
河
鼓
織
女
の
二
星
を
祭
る
。
之
を
乞
巧
奠
と
謂
ふ
。「
�
事
根
源
」
に
、

孝
�
天
皇
の
天
�
�
寶
七
年
に
始
め
て
乞
巧
奠
を
行
ふ
と
あ
る
。蓋
し
七
夕
を
歌
ふ
こ
と
は
、其

  

△
ヲ

の
以
�
な
る
こ
と
此
の
詩
を
以
て
知
る
を
得
。
曹
子
建
が
陳
琳
に
與
ふ
る
書
に
、
披
二

�
雲
一

以

　
　
シ

  

△
ト

　
　
　
　
フ
ラ
ハ

　
　
　
　
ク
カ
ト　
　
ヲ

　
　
　
タ
ル
△

△　
　
　
タ
リ

　
　
ニ  

、

爲
レ

衣
と
。
何
中
誼
が
「
七
夕
篇
」
に
、
�
�
珠
星
疑
　
�
レ
　

佩
。
�
�
　

雲
衣
似
二

曳
羅
一。
兩
は

  

、

  

、

  
、
、

ハ
タ

ヲ

七
月
七
夕
な
る
故
な
ら
ん
。
七
夕
の
月
は
秋
始
め
て
賞
す
る
な
り
。
機
下
織
女
星
が
機
を
下
る
。

  

、

曾
て
故
し
と
言
は
ん
や
、
今
夜
も
新
し
く
之
を
觀
る
。
�
息
の
五
字
未
考
。
鳳
蓋
は
天
子
の
儀

仗
、
蓋
は
車
の
「
カ
サ
」
な
り
。
地
上
天
子
の
鳳
蓋
に
は
あ
ら
ず
、
天
帝
の
鳳
蓋
な
り
。
天
を

  

、
、

仰
で
瞻
れ
ば
、
天
帝
の
鳳
蓋
と
も
思
へ
る
も
の
が
、
風
の
吹
く
�
に
動
轉
す
る
。
而
し
て
鵲
影
、

�
謂
「
カ
サ
サ
ギ
」
の
影
が
天
河
「
ア
マ
ノ
ガ
ハ
」
の
波
を
�
う
て
�
ぶ
が
如
し
。
�
�
開
短

樂
、
河
鼓
と
織
女
と
の
二
星
は
、
今
夜
限
り
面
會
し
て
樂
し
む
が
、
直
ち
に
分
れ
て
來
年
の
七

  

、
、

月
七
夕
で
な
け
れ
ば
�
會
す
る
能
は
ず
。
長
愁
を
爲
す
�
以
。

　
以
上
五
首
の
中
、
元
日
の
詩
を
除
き
て
、
餘
は
鍛
�
を
經
ざ
る
も
の
。
深
く
�
す
る
に
及
ば

ず
。



正
六
位
上
左
�
荊
助
仁
　
一
首
【
年
三
十
七
】

五
言
詠
二

美
人
一

ク
タ
リ

巫
　
山
　
行
　
雨
　
下

洛
　
浦
　
廻
　
�
　
霏

　
　
ハ

　
　
フ

　
　
ノ

月
　
泛
　
眉
　
間
　
魄

　
　
ハ

　
　
ク

　
　
ノ

雲
　
開
　
髻
　
上
　
暉

　
　
ハ

　
　
ヒ

　
　
ノ

　
　
ヲ

腰
　
�
二
　

楚
　
王
　
細
一

　
　
ハ

　
　
フ

　
　
ノ

　
　
ニ

體
　
隨
二
　

漢
　
帝
　
飛
一

　
　
カ

　
　
ン

　
　
カ

誰
　
知
　
�
　
甫
　
珮

　
　
テ

　
　
ヲ

　
　
ム

　
　
レ
　
　
　
　
　
ル
コ
ト
ヲ

留
レ
　

客
　
令
レ
　

忘
レ
　

歸

  

、
、

　
巫
山
は
四
川
省
�
州
府
巫
山
縣
に
在
る
山
。
楚
の
宋
玉
「
高
唐
賦
」
に
、
先
王
嘗
游
二

高
唐
一。

　
　
ル

　
　
ヲ

　
　
ク　
　
ハ
△

△

　
　
ル

　
　
ト

　
　
ク
　
　
　
ブ
ト

　
　
ニ

　
　
　
メ
ン

怠
而
晝
寢
。
夢
見
二

一
�
人
一。
曰
妾
巫
山
之
女
也
。
爲
二

高
唐
之
客
一。
聞
君
游
二

高
唐
一。
願
薦
二

枕

　
　
ヲ

　
　
テ　
　
ス
　
　
ヲ

　
　
テ

　
　
ク

　
　
ハ　
　
リ

△

△

ミ
ナ
ミ

　
　
ニ

ア
シ
タ
ニ　
　
リ

　
　
ト

ク
レ
ニ　
　
ル

○

○

席
一。
王
因
幸
レ

之
。
去
而
辭
曰
。
妾
在
二

巫
山
之
陽
。
高
丘
之
岨
一。
旦
　
爲
二

�
雲
一。
暮
　

爲
二

行
雨

　
　
ス

　
　
ニ

カ
ヘ
ツ
テ

一。
洛
浦
は
�
ち
洛
水
な
り
。
陳
思
王
が
「
洛
�
賦
」
に
曰
く
、
黄
初
三
年
。
余
�
二

京
師
一。
�
�

　
　
ル

　
　
ヲ

　
　
リ

　
　
　
ケ
テ　
　
フ

　
　
ト

濟
二

洛
川
一。
古
人
有
レ

言
。
斯
水
之
�
。
名
　

曰
二

�
妃
一、
と
。
此
の
二
賦
の
意
を
用
ひ
、
以
て
美

ふ
く

　
　
シ

○

人
を
巫
山
の
�
女
と
、
洛
水
の
�
妃
と
に
譬
ふ
。
廻
�
霏
、「
洛
�
賦
」
に
飄
飄
兮
若
二

流
風
廻

  

○
ノ

  

、
、
、
、
、  

、
、
、
、
、

�
二

と
あ
り
。
月
泛
眉
間
魄
、
雲
開
髻
上
暉
、
是
の
十
字
は
、
其
の
顏
�
の
美
裝
を
謂
ふ
。
腰
�

　
　
シ

楚
王
細
、
體
隨
漢
帝
飛
、
是
の
十
字
は
、
其
の
姿
態
の
輕
妙
を
謂
ふ
。『
後
漢
書
』
に
、
楚
王
愛

  

○
ヲ

二

細
腰
一。
宮
中
多
�
死
一。
宮
女
細
腰
な
ら
ん
と
欲
し
、
減
�
に
因
て
�
死
す
る
な
り
。
漢
の
武
帝

△

は
趙
飛
燕
を
愛
す
。
其
の
細
身
に
し
て
飛
燕
の
如
く
な
れ
ば
な
り
。
誰
知
�
甫
珮
、
留
客
今
忘

歸
、
是
の
十
字
未
考
。


